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新型コロナウイルス感染症の交通機関への影響①



本市は地理的に交通至便な優位性を持った地域で、首都圏の交通ネットワーク

の円滑化を図る上で大変重要な役割を担っています。

しかしながら、高齢化の進展、働き方やライフスタイルの多様化、新型コロナ

ウイルス感染症に伴う社会変容などにより、公共交通機関へ大きな影響が生じて

います。

このような状況を背景に、公共交通機関の利用状況などの最新情報について、

定期的に発行します。

はじめに

項目 発行

路線バス利用状況（市内） 四半期毎（６月・９月・１２月・３月）

タクシー利用状況（市内） 四半期毎（６月・９月・１２月・３月）

鉄道旅客利用状況（各社別） 四半期毎（６月・９月・１２月・３月）

鉄道/駅別１日平均利用人数（市内） 年１回（９月）

鉄道路線混雑率（主要区間） 年１回（９月）

航空旅客利用状況（国内線、国際線） 四半期毎（６月・９月・１２月・３月）

トラック貨物輸送量（国内） 四半期毎（６月・９月・１２月・３月）

鉄道貨物輸送量（国内［ＪＲ貨物］） 四半期毎（６月・９月・１２月・３月）

モビリティ（訪問者数）の変化 四半期毎（６月・９月・１２月・３月）

駅周辺の人流動向（川崎駅、溝の口駅周辺） 四半期毎（６月・９月・１２月・３月）

●掲載情報
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市内路線バスの輸送人員の推移

２

市内を運行する路線バスの輸送人員は、令和２年３月から落ち込みが見られ、
令和２年4月7日～5月25日までの緊急事態宣言期間中には約40～50%と大幅に
減少し、その後は約70％で推移しています。
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市内タクシーの輸送人員の推移（令和元年ｰ令和２年･３年同月比）
(%)

※R3.1月以降は前々年同月比

4/7～5/25
緊急事態宣言

1/8～3/21
緊急事態宣言

4/25～6/21
緊急事態宣言

市内を運行するタクシーの輸送人員は、令和２年4月7日～5月25日までの緊急
事態宣言期間中に前年同月比で約30～40％と大きく落ち込みました。
令和２年７月から11月には70～80％まで回復しましたが、年末の繁忙期には

約50％と落ち込みました。その後は約60～70％で推移しています。

（各事業者提供資料に基づき作成）

市内タクシーの輸送人員の推移

（神奈川県タクシー協会川崎支部提供資料に基づき作成）
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市内 路線バスの輸送人員の推移（令和元年ー令和２年・３年同月比）
※R3.1月以降は前々年同月比

4/7～5/25
緊急事態宣言

1/8～3/21
緊急事態宣言

4/25～6/21
緊急事態宣言

7/12～9/30
緊急事態宣言



３

鉄道の利用は、令和２年３月から落ち込み、１回目の緊急事態宣言が発令された
４月７日から５月25日までの期間に、東京都・神奈川県を営業区域とする小田急、
京急、東急の各社は前年同月比約50％、東日本全域を営業区域とするＪＲ東日本の
在来線（定期外・近距離）は20％台に低下しました。
その後の利用状況は私鉄各社が約70％、ＪＲ東日本は繁忙期に減少が大きくなり

ますが、それ以外の月は約70％で推移しています。令和３年10月には、ＪＲ・私鉄
各社とも感染拡大前と比べ、約80%の水準に戻ってきています。

（各社公表資料より作成［私鉄各社は乗車人数、ＪＲは在来線近距離・普通運賃収入ベース（定期を除く）］）

（各社公表資料及び川崎市統計書［令和元年度私鉄］より作成）

令和2年の市内主要駅１日平均利用人数は、感染拡大により大きく減少し、令和
元年と比較して約70～80％の水準となっています。なお、ＪＲは乗車人数を公表
しているため、私鉄各駅の乗降人数の約半数の数字となっています。
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４

◯混雑率とは

「輸送人員÷輸送力※」で算出される混雑度の指標をいいます。なお、混雑率の値は

最混雑時間帯１時間の平均値です。

測定方法は各社で異なりますが、具体的な目安は以下のとおりです。

通勤通学時間帯の混雑状況を把握するため、国土交通省は毎年、混雑率調査を
実施しています。
令和３年７月に発表された調査結果によると、令和２年度の三大都市圏の混雑

率は、東京圏107％（令和元年度163％）、大阪圏103％（令和元年度126％）、
名古屋圏104％（令和元年度132％）と、感染拡大の影響で大幅に低下し、特に
東京圏の減少が大きくなっています。
川崎市域が調査対象となっている区間は、以下の３区間です。

（国土交通省公表資料より）

（国土交通省公表資料より）

① 南武線（武蔵中原→武蔵小杉）

幅広車両の導入やオフピーク通勤の取り組みにより、混雑率は減少傾向に
ありました。令和2年度は前年度の182%から120%と大幅に減少しました
が、３区間では一番高い値となっています。

② 横須賀線（武蔵小杉→西大井）

感染拡大以前は混雑率が高く、横這いの状況でしたが、令和2年度は195%
から117%と大きく減少しました。

③ 東海道線（川崎→品川）

感染拡大以前は増加傾向にありましたが、令和2年度は193%から103%と
大きく減少しました。

鉄道の混雑率

※輸送力：列車１本の収容人数×１時間の列車の本数



航空旅客の乗降客数

５

羽田空港の国内線の月別乗降客数は、感染拡大前の令和２年１月に538万人
でしたが、５月には35万人と前年同月比約6％まで落ち込みました。11月には
約50％まで回復しましたが、航空は長距離輸送であるため、近距離輸送のバス
や私鉄と異なり、緊急事態宣言の発令と解除に連動して乗降客数の減少と回復
を繰り返しています。
国際線については減便が相次ぎ、令和２年5月には前年同月比0.9％となり、

その後も10％を下回る状況が続いています。
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国内線 国際線
前年同月比(%) 前年同月比(%)

（％）（万人）

※R3.3月以降は前々年同月比

4/7～5/25
緊急事態宣言

1/8～3/21
緊急事態宣言

4/25～6/21
緊急事態宣言

7/12～9/30
緊急事態宣言

（国土交通省東京航空局「管内空港の利用概況集計表」より作成）

（国土交通省東京航空局「管内空港の利用概況集計表」より作成）
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※国際線には通過客（トランジット）を含む）

国際線 H22（2010）-R1（2020）
全国 １.９倍、羽田 ４.８倍

年間乗降客数は、東日本大震災による減少はありましたが、国内線・国際線と
も増加してきました。特に国際線は訪日外国人の増加等により大きく伸び、令和
元年までの10年間で約1.9倍になっています。また羽田空港においてはＤ滑走路
の供用開始や国際ターミナルの拡張等に伴い、約4.8倍と大きく増加しました。
令和２年は感染拡大の影響により、前年度に比べ、国際線は全国1.6％、羽田
2.2％、国内線は全国31％、羽田29％の利用状況となっています。

国内線 .R2年5月
前年同月比 6.0％ 国内線 R2年11月

前年同月比 51.3％ 国際線 R3年8月
前々年同月比5.9％

国際線 R2年5月
前年同月比 0.9％



６

国内貨物の総輸送量は、緊急事態宣言の発令に伴う生産低迷により減少しました
が、宅配貨物を含むトラック貨物(特別積合せ貨物)の輸送量については、個人消費
の回復などにより、感染拡大前とほぼ同水準となっています。
特に宅配貨物取扱個数は、巣ごもり需要の増加等を背景に、感染拡大前より増加

し、約110～120％の水準で推移しています。
※特別積合せ貨物運送：複数の荷主の荷物を混載したトラック便（宅配貨物も含む）
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トラック貨物の輸送量（令和元年-２年・３年同月比）

特別積合せ貨物輸送量（万トン） 宅配貨物取扱個数（百万個）
前年同月比(%)※ 前年同月比(%)※

4/7～5/25

緊急事態宣言
1/8～3/21

緊急事態宣言

4/25～6/21

緊急事態宣言
7/12～9/30

緊急事態宣言

（宅配貨物：百万個）
（貨物輸送量：万トン） （%）

※R3.3月以降は前々年同月比

（国土交通省「国土交通月例経済」より作成）

鉄道貨物の輸送量
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※R3.3月以降は前々年同月比

（国土交通省「国土交通月例経済」より作成）

鉄道貨物の輸送量は、生産低迷、外出自粛に伴うコンテナ輸送や石油輸送等の
減少、令和３年８月の大雨に伴う山陽線（山口県）、中央線（岐阜県～長野県）
等の運休などの影響により、約80～90％の水準で推移しています。

前年の東日本台風に
よる運休に対する増
前年同月比 115％

大雨による山陽線・中央線
運休等の影響 同月比 87％

トラック貨物の輸送量



モビリティの変化

神奈川県

乗換駅
（対象：公共交通機関の拠点［地下鉄、バス、電車の駅など］）

職場

住宅（住居）

全国
基準値-令和３年同曜日比の平均 -25%

神奈川県

７

基準値ｰ令和３年同曜日比の平均 -25%

全国

全国

基準値-令和３年同曜日比の平均 -19% 基準値-令和３年同曜日比の比較 -14%

感染拡大に伴う外出自粛などにより人々の行動がどのように変わったかについての
データから、公共交通機関の拠点となる「乗換駅」においては、全国、神奈川県とも
感染拡大前の約25％減と差異はありませんが、「職場」においては神奈川県の減少率
が全国より大きく、反対に「住宅」における増加率は全国より高くなっています。
このことから、神奈川県においては、全国よりもテレワークの実施率が高いことが

推察されます。
実際に、アンケートによる都道府県別テレワーク実施率調査※からも、神奈川県は

東京都に次ぐ、テレワークの実施率であるという結果が出ています。
【①東京都47.3％ ②神奈川県42.0％ ③千葉県35.6％ ④埼玉県32.1％ ⑤大阪府27.5％】
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基準値-令和３年同曜日比の平均 +9% 基準値-令和３年同曜日比の比較 +7%
神奈川県

※出典：パーソル総合研究所「第五回・新型コロナウイルス対策によるテレワークの影響に関する緊急調査」（2021年7月31日～8月1日）



小売、娯楽業
（ 対象：レストラン、カフェ、ショッピングセンター、テーマパーク、博物館、図書館、映画館など）

食料品、薬局
（ 対象：食料品店、食品問屋、青果市場、高級食料品店、ドラックストア、薬局など）

公園
（対象：国立公園、公共のビーチ、マリーナ、ドックパーク、広場、庭園など）

神奈川県

神奈川県

神奈川県 全国

８
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基準値-令和３年同曜日比の平均 +5% 基準値-令和３年同曜日比の平均 +3%

基準値-令和３年同曜日比の平均 -11% 基準値-令和３年同曜日比の平均 -12%
全国

基準値-令和３年同曜日比の平均 -8% 基準値-令和３年同曜日比の平均 -9%

Googleが公表しているデータを活用し、乗換駅や職場、公園、レストラン、
食料品店などへの訪問者数の変化について、感染拡大前の令和２年１月３日～
２月６日の５週間における曜日毎の中央値と令和３年1月1日～12月12日の同
曜日の数値を比較したグラフを作成しました。

（Google COVID-19:コミュニティ モビリティ レポートより作成）



公表されているモバイルデータを活用し、川崎駅及び溝の口周辺の人流動向を
感染拡大前（令和２年１月11日から２月12日の平均値）と比較しました。

駅周辺の人流動向

９

〇平日・昼間（15時）
・川崎駅周辺‥‥80％台後半～90％で推移していたが、年末には感染拡大前の平均値

に近い数字となっている
・溝の口駅周辺‥ほぼ100％で、感染拡大前を超える日もある

〇平日・夜間（21時）
昼間は川崎駅周辺と溝の口駅周辺で10％程度の差ですが、夜間は飲食店に対する

営業時間や酒類の提供時間の短縮の要請などの影響で、飲食店の多い川崎駅周辺に
おける減少率が大きくなっています。
・川崎駅周辺‥‥９月の約50％前後から徐々に回復し、年末には80％台へ
・溝の口駅周辺‥80％台から90％台へ回復傾向

（神奈川県「緊急事態宣言後の人流動向について」より作成）
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酒提供時間制限
の解除 10/25
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酒提供時間制限
の解除 10/25

（R2/1/11
～2/12）

緊急事態宣言
～9/30 文化の日

緊急事態宣言
～9/30

文化の日

（神奈川県「緊急事態宣言後の人流動向について」より作成）






